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担当：福田、川越（内線3212）

仙台塩釜港における大気・海水の放射能等測定結果について

東京電力福島第一原子力発電所からの放射性物質流出を受け，外国から仙台塩釜港への

船舶の寄港についての懸念が寄せられていることから，下記のとおり、東北大学の協力を

得て、仙台塩釜港（仙台港区）における空間放射線線量率及び海水中の放射能を測定しま

した。

その結果、仙台塩釜港の海水中の放射性物質は不検出であり，安全であることが確認さ

れました。

記

１ 採取年月日

平成２３年５月１８日

２ 測定年月日

平成２３年５月１８～１９日

３ 測定分析機関

（１）空間放射線線量率測定

宮城県土木部港湾課

（２）海水中の放射能測定

東北大学（東北大学への協力依頼）

４ 測定結果

（１）空間放射線線量率（仙台塩釜港（仙台港区）高砂コンテナターミナル内）

測定結果： 0.065μSv（ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ）/h

※ この値の放射線を１年間継続して受けても，その被ばくの程度は，胃のエックス線集団検

診の１回分と同程度です。(0.065×24×365≒570μSv 胃のエックス線集団検診１回600μS

v 2000年版国連 科学委員会報告より）

（２）海水（仙台塩釜港（仙台港区）高砂１号ふ頭前）

放射性ヨウ素：不検出

放射性セシウム：不検出


